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政策11 

つなぐを支える【連携】 

【政策別未来像】つながりがまちの活力になっている 
 

●政策指標 
・市民の実感指標 

指標名 基準値 

デジタル化で生活が便利になったと思う 

市民の割合（％） 
65.4 

［Ｒ６年度］ 

 

・客観指標 

指標名 基準値 
目標値 

（Ｒ11 年度） 

産学官連携数（件）※累計 15 
［Ｒ５年度］ 

97 

社会移動数（転入-転出）（人） 
▲111 

［Ｒ１～５年の平均］ 
均衡以上 

［Ｒ７～11 年の平均］ 

 

●未来像を実現するために求められる視点 

・複数の分野にまたがる取組の連携強化 

・地域課題解決に向けた民間との連携 

・関係人口・交流人口拡大に向けた広域連携 

・持続可能な行財政基盤の整備 

・職員の資質向上と能力を最大限に引き出す職場環境の整備 

・市有地や公共施設の集約や転用等も含めた有効活用の推進 

・デジタル化、ＤＸの推進等によるユーザー本位の業務改善とそれに対応できる人材

育成 

・情報セキュリティ対策の強化 

・市民参画と広報・広聴の促進 

 

●未来像の実現に向けて皆さんに取り組んでほしいこと 

【市民】 

・オンライン化された行政手続等を活用してみる。 

・市政に関心を持ち、市が発信する情報を周りで必要としている人に積極的に伝える。 

・市が主催するイベントやワークショップ、会議などに参加し、意見やアイデアを

出してみる。 

【事業者】 

・自社・自団体の得意分野をいかして多様な主体と連携し、地域課題の解決に共に

取り組む。 

・継続的にデジタル技術の活用やデジタル人材の育成に取り組む。 
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●施策 

施策１１１：連携の強化・促進 
●施策のねらい 

・ 人口減少が進む中、企業や教育機関、民間団体など多様な主体と連携・

協働することで、新たなつながりを生み出し、多様な視点から地域課題

の解決に取り組みます。 

・ 県や県内市町のほか、広域的な視点で多様な自治体等と連携し、地域の

活性化を推進します。 

 

●主な取組 

(1)民間との連携の推進（１１１１） 

持続可能なまちづくりを進めていくため、民間の力を活用しながら行政

サービスの向上を図るとともに、企業や教育機関、民間団体などとの連

携によって、地域一体となって課題の解決に取り組みます。 

 

(2)多様な地域との連携強化（１１１２） 

全国の市や中核市で組織される会、東京事務所を持つ都市の会などへの

参画を通して、本市単独では得難い情報を収集するとともに、共通する

課題の調査研究や団体としての意見表明の機会を得て、市政の円滑な運

営と発展に活用します。 

また、松山圏域の中心都市として、広域的な視点で他自治体や団体と連

携し、圏域全体の持続的発展や活性化を目指します。 

 

●成果（アウトカム）指標 

主な 

取組 
指標名 基準値 

目標値 
（Ｒ11 年度） 

1111 産学官連携組織のイベント実施回数（回） - 6 

1112 他の地方公共団体との連携数（件） 133 
［Ｒ５年度］ 

139 
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施策１１２：持続可能な行財政運営の推進 
●施策のねらい 

・ 限られた経営資源を有効に使い、定員管理や職員の資質向上、民間との

役割分担や協働に取り組むことによって、持続可能な行財政運営を推進

する体制を強化します。 

 

●主な取組 

(1)持続可能な行政運営の推進（１１２１） 

事業の選択と集中、デジタル化・ＤＸを推進するとともに、適正な定員

管理や新たな行政課題への対応に取り組み、効果的・効率的で持続可能

な行政運営を推進します。 

また、情報公開制度の適正運用や個人情報保護の徹底のほか、工事や委

託、物品調達の公正な運用を行います。加えて、市民からの相談に応じ

る体制を整備し市民サービスの向上につなげます。 

 
(2)職員の人材確保・育成（１１２２） 

多様化・高度化する市民ニーズにデジタル技術等を使って的確に対応で

きる人材の確保・育成に取り組むほか、職員の多様な働き方を可能に

し、一人ひとりの能力を最大限に引き出すことで、職員がやりがい・成

長実感を得られる職場環境の整備に取り組みます。 

 
(3)健全な財政運営の推進（１１２３） 

国や県などの支出金をはじめ、ふるさと納税制度等も最大限活用して歳

入の確保に努めるほか、スクラップ・アンド・ビルドや選択と集中でメ

リハリをつけた予算配分や一層の経費節減を進めるなど、中長期的な視

点に基づき、引き続き、一般会計や特別会計、企業会計の健全な財政運

営に努めます。また、基幹財源である市税収入の安定的な確保のため、

適正かつ公平な課税・徴収に努めます。 

 
(4)公共施設マネジメントの推進（１１２４） 

施設保有量の最適化や計画的な維持保全などの公共施設マネジメントを

推進することで、財政の健全性を維持しながら、施設の質を充実させ、

市民のニーズに対応した公共施設を提供します。また、未利用物件の売

却や貸付を行うなど、公有財産の有効活用を図ります。 

 

●成果（アウトカム）指標 

主な 

取組 
指標名 基準値 

目標値 
（Ｒ11 年度） 

1121 
松山市人材育成・行政経営改革方針に 

掲げる指標の達成度（％） 
78 

［Ｒ５年度］ 
80 

1122 
担当業務にやりがいを感じている 

職員の割合（％） 
62 

［Ｒ５年度］ 
67 

1123 
「健全な財政運営へのガイドライン」の 

数値基準の達成（％） 
100 

［Ｒ５年度］ 
100 

1124 公共施設の削減量（㎡） ▲16,323 
［Ｒ５年度］ 

▲30,400 以上 
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施策１１３：ＤＸの推進 
●施策のねらい 

・ 少子高齢化によってあらゆる分野で担い手の減少が見込まれる中、デジ

タル技術の活用と業務改善によって行政サービスの利便性を高めるとと

もに、業務の効率化を図ります。 

・ 人にしかできない、人だからこそできる業務に注力し、新たな価値を創

出することができる組織を目指します。 

 

●主な取組 

(1)ＤＸの推進による業務効率化とサービスの改善（１１３１） 

データ活用やＡＩ等の新たなデジタル技術を活用することで、地域課題

の解決や行政事務の効率化を図ります。また、マイナンバーカードの多

目的利用やオンラインでの申請手続の拡充などによって、フロントヤー

ド改革を進め、市民サービスの質を向上させます。 

 

(2)情報システムの適切な管理（１１３２） 

行政事務のデジタル化を支える情報システムの適切な管理運用や、情報

セキュリティの向上を図ります。 

 

(3)デジタル人材の確保・育成（１１３３） 

ＣＩＯ補佐官などの専門的な知見を持つ外部人材を活用するとともに、

デジタル人材育成に取り組みます。 

 

●成果（アウトカム）指標 

主な 

取組 
指標名 基準値 

目標値 
（Ｒ11 年度） 

1131 行政手続のオンライン利用率（％） 60.0 
［Ｒ５年度］ 

70.0 

1132 業務システムの適正稼働率（％） 100 
［Ｒ５年度］ 

100 

1133 
育成したデジタル人材の数（人） 

※累計 
- 160 
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施策１１４：市民参画と広報・広聴の促進 
●施策のねらい 

・ 市長や職員が積極的に地域に足を運び、直接市民の声を聞き、市政にい

かすほか、市民に向けて積極的に情報を公開します。 

・ 松山に関わる人に松山市の行政活動に興味を持ち、積極的に参画しても

らえるような受入環境をつくるとともに、各取組のターゲットの目線に

立った情報発信をします。 

 

●主な取組 

(1)市民参画機会の充実（１１４１） 

市長や職員が、市民の集まりの場に出向き、市政について意見交換を行

う場を設けるほか、ホームページやＳＮＳなど様々な情報媒体を活用し

て、市民が市政に対して意見、提案を伝える機会の充実を図ります。 

 

(2)行政情報の発信（１１４２） 

広報紙や市政広報番組、市ホームページのほか、市ＬＩＮＥ公式アカウ

ントなどのＳＮＳを通して、市民に松山市の取り組みや制度、防災情報

などのお知らせを正確で分かりやすく発信します。 

 

●成果（アウトカム）指標 

主な 

取組 
指標名 基準値 

目標値 
（Ｒ11 年度） 

1141 
市が開催する意見交換に参加した人の数

（人） 
6,025 

［Ｒ５年度］ 
6,240 

1142 
市 LINE 公式アカウントの利用登録者数

（人） 
104,226 
［Ｒ６年］ 

120,000 
［Ｒ11 年］ 
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③ 各政策に関連する主なＳＤＧｓの１７の目標一覧 

（１）ＳＤＧｓとは 

２０１５年に開催された国連サミットで、「持続可能な開発のための２０３０アジェン

ダ」が全会一致で採択されました。その中に掲げられた、「持続可能な開発目標」のこと

を、ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）と言います。ＳＤＧｓは２０３０年を

目標年に、１７の目標で構成されています。「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と

包摂性のある社会の実現を目指す、世界共通の目標です。 

（２）松山市とＳＤＧｓ 

松山市は令和２（２０２０）年に国から「ＳＤＧｓ未来都市」及び「自治体ＳＤＧｓモ

デル事業」に選定されており、本計画の推進を通じてＳＤＧｓの実現に取り組みます。 

本計画に掲げる各政策と主なＳＤＧｓの１７の目標の関係性は、以下のとおりです。 
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